





























































リカードウの日本への導入をくまなく調査し分析した真実 (1962, 1965) は，
その「特異性」として，第１に「時論との関係から遮断された理論としての導
入」，第２に「マルクスのすぐれた想源としての間接的導入」，第３に「導入の
遅延性」を指摘した１４）（真実 1962: 68-74, 1971: 173-176）。たしかに翻訳の時期を

















































































Principle of Political Economy and Taxation，制産税入本論なる書あり。此人よ
利 息 直
り始めて租税の事を兼て学問するを発明し，且つ rent 及び value 即ち物の直

















リカードウの貨幣・金融論は，アーサー・クランプの A Practical Treatise on
Banking, Currency, and the Exchanges を大蔵省の宇佐川秀次郎が１８７６年に訳し
た『銀行実験論』をとおして，比較的はやくから知られていた。しかし，その
貨幣・金融論を原典にもとづいて本格的にとりあげたのは，１９０１年に Essays




論じたる書の翻訳公行せる者あるを聞ず」（若山 1877: 13-14）と書き，J. B. バ






















































之助がアーノルド・トインビーの Lectures on the industrial revolution of the































































































田 [1912] 1925: 1226-1258）。
スミスを源流とする労働価値論がリカードウの投下労働価値論とマルサスの







































十分なる胎児を孕んでいたと見るべきである（河上 [1923] 1982: 194）。
この一節をさす『資本主義経済学の史的発展』の目次細目には「マルクスの
労働価値説に対する準備」とある（河上 [1923] 1982: 10）。本文にこの文言はな
い。しかし河上は，つづけて「次いで来るものが社会主義の経済学であると云
ふことは，実に eine logische und notwendige Entwicklungsreihe（一つの論理的な


















































を代表するの第一人者なり３８）（河上 [1918b] 1982: 509-510）。
河上は『資本主義経済学の史的発展』の最後を「大胆に帷を揚げよ，光に面














































































































































































































































































２） 三橋 ([1928] 1996: 6-7)。
３） Morris-Suzuki (1989) 第１章，杉原・逆井・藤原・藤井 (1990) 第１編，Komuro (1998)
などを参照。
４） Morris-Suzuki (1989) や杉原 (1990) を参照。
５） 加田 (1934, 1937)，堀 (1935, 1948, 1991)，本庄 (1946, 1957)，玉野井 (1971)，杉原 (1972,
1980, 1992, 2001)，三橋 (1976)，Sugiyama and Mizuta (1988)，Morris-Suzuki (1989)，Sugi-
hara and Tanaka (1998)，井上 (2006)，Nishizawa (2012)，Izumo and Sato (2014) などを参
照。
６） Sugiyama and Mizuta (1988) の Appendix 2 (Western Economics Books Translated into
Japanese, 1867-1912) には１１６冊の翻訳書が紹介されている。その国別内訳は，イギリス
４４冊，アメリカ３４冊，フランス１４冊，ドイツ１３冊，イタリア４冊，オーストリア４冊，































１３） Faccarello and Izumo (2014) は，リカードウ受容の各国（語）比較を試みたものである。
日本のリカードウ受容にかんするまとまった研究は，いまのところ，真実 (1962, 1965,
1971, 1975) と Izumo and Sato (2014)，竹永 (2014) 以外にみあたらない。なお，真実




















































２４） これは，J. R. マカロク編 The works of David Ricardo: with a notice of the life and





































































掲載された「Unto this Last を読む」を「ラスキンの『此最後の者にも』」に改題し『社会
問題管見』に再録したときの前文で，同僚の石田憲次が訳した『此の後至者にも』への









































４５） Amano (1962) は，リカードウ研究文献を「一般」「伝記」「評論と書評」「経済学一般」
「価値」「貨幣」「分配」「賃金」「利子と利潤」「地代」「資本蓄積」「機械」「国際経済」「財
政」「社会問題」「その他」の１６分野に分類している。しかし，分類の基準はあいまいで
その適否を判断するのは難しい。ここでは Amano (1962) の分類をもとに，その一覧から
もれているものをあらたに分類しなおし，文献は本も論文もすべてを１点と数えた。
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